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コーディネーター 

企業の環境活動に意味はあるのか！？  
～環境会計から考える、企業の環境活動の意味～ 

中国の環境をどげんかせんといかん！ 
～日本企業の中国環境対策援助～ 

カテゴリー・スタンダード 
～世界に誇れるグローバルリーダーたれ～ 

　新聞を読んでいると、企業の環
境活動に社会の関心が高いこと
がよく分かりました。そこで私たちは、
「なぜ企業が環境活動を行うのか」
「それにはどのような効果がある
のか」ということに興味を持つよう
になりました。環境の問題は、世
界に共通する問題であり、レポー
ト作成を通じて世間が見えてきた
気がします。

　国内市場の縮小、経営者の海
外重視志向、国際競争力の低下
などの様 な々要因から「今、経営者
に求められる視点」を考察しました。
　メンバーがそれぞれの個性を発
揮し、納得いくまで議論できたこと
が、受賞に至った最大の要因だ
と思います。この経験を生かし、そ
れぞれが進む道でも、努力を重ね、
結果を残していきたいです。

　日経STOCKリーグに参加して、
株式投資の意義は、「自らの未来
の一部をそこにかけてみるもの」
であると考えました。そう考え投資
することで、自らが投資したもの、
そして社会全体に対し責任を持
つことができると思います。仲間
と協力して１つの作品を作ること
は大変でしたが、完成した時は、
達成感と充実感がありました。

部門賞 
中学部門 

武蔵中学校3年 
メンバー：辻本 侑生さん、佐藤 陽一郎さん、島田 紘帆さん、 
古川 亮一さん、宮澤 宗さん　担当教諭：岡崎 泰雄氏 

チーム全員をユニバー
サル･スタジオ・ジャパン
または東京ディズニーリ
ゾートにご招待 

部門賞 
高校部門 

早稲田大学本庄高等学院1年 
メンバー： 滝田 智弥さん、赤羽 寿海さん、丹羽 裕太さん　 
担当教諭 : 上田 太郎氏 

賞金20万円 部門賞 
大学部門 

一橋大学3年 
メンバー：山地 功祐さん、河内山 拓磨さん、西堀 裕二郎さん、 
劉 珞珞さん、陳 韻如さん　担当教官：加賀谷 哲之氏 

賞金20万円 

☆The company of Terrestrial resource☆ 

最優秀賞 
 

チーム全員を 
米国研修旅行に 
ご招待 金融担当大臣賞 

筑波大学附属駒場高等学校2年 
メンバー：叶 融さん、和泉 孝広さん、西山 格之進さん、坪井 泰之さん、 
松葉 出規さん　担当教諭：植村 徹氏 

いま、なぜ金融・経済教育が求められているのか 
第8回 日経STOCKリーグ 表彰式＆記念シンポジウム 

日経STOCKリーグの表彰式に合わせて記念シンポジウムが、日経ホールで開催されました。 

教育の現場、経済の現場で活躍中の著名人を迎え、経済教育や   

これからの日本の教育のありかたについて、熱気あふれる討論が行われました。 

「金融・経済教育の現状と今後」パネルディスカッション 

●鹿児島大学教育学部附属中学校 2年／「ひと粒の大豆から世界へ！大豆ひと粒見てみれば ～大豆関連企業に投資する～」  

●秋田市立秋田商業高等学校 3年／「秋田活性化プロジェクト ～秋田に飽きたなんていわせない～」 

●横浜市立大学2・3・4年／「Let's 企業DNA鑑定!! ～次世代型経営インテグリティマネジメント企業を探し出せ～」 

●大阪市立大学 4年／「人と技とが輝くまち大阪」 

●中央大学 2・4年／「PATENT Revolution 2008 ～眠っていた特許が動き出す～」 

敢闘賞（中学部門は図書カード5万円分、高校・大学部門は賞金5万円） 

パフォーマンス賞（賞金3万円） 
●静岡県立富士高等学校／5,117,228円　●昭和大学／4,985,329円　●共栄大学／4,936,311円 
●県立新潟商業高等学校／4,934,979円　●昭和大学／4,910,159円 

レポート提出チーム中で、自主テーマによるポートフォリオ学習 
（仮想株式投資権500万円を運用）の残高（2月1日時点）上位5チーム 

放送日時 BSジャパン ： 4月27日（日）14：00～14：55 
日経CNBC ： 4月29日（祝・火）20：00～20：55    
 5月5日（祝・月）16：00～16：55    
 5月7日（水）20：30～21：25 

日経STOCKリーグ2008 

投資で描くワタシたちの未来 
日経STOCKリーグに参加した学生たちの
取引体験や、レポート作成風景を密着取材。
経済というテーマに体当たりしていく彼ら
の姿に、日本経済の将来が見えてきます。

BSジャパン・日経CNBCで 
日経STOCKリーグの特別番組を放送！ 

内　　　　　　容 中学生・高校生・大学生
を対象にした「自主テーマによるポートフォリオ

学習」および「レポートコンテスト」 

参　加　期　間 ①「自主テーマによる
ポートフォリオ学習」：2008年10月1日（水）

～11月28日（金） 

 ②「レポートコンテスト」の締め切り：2009年
1月9日（金）  

 ※「バーチャル株式の体験学習」：チーム登
録後～2009年3月下旬（任意参加） 

参　加　資　格 国内在住の中学生・
高校生・大学生（短期大学生、専門学校・各

種学校生含む） 

参 加 申 込 方 法  経済学習サイト　  　
　　　　　　　　　  

 からのお申し込みとなります。 

参加申込受付期間 第1次締め切り：6月3
0日（月）／第2次締め切り：9月6日（土） 

お 問 い 合 わ せ  日経STOCKリーグ
事務局 

 TEL：03-3545-9823　E-mail：stock
league@info.email.ne.jp 

 ※1チーム3～5名とし、チーム単位でお申し込
みください。同じ学校内であれば、チーム編成

はクラス、クラブ、ゼミなど自由です。

 ※ご参加いただく際は必ずご指導いただく教
諭（教官）をお付けください。

http://manabow.com/

最　優　秀　賞 全参加チームより1チー
ム 

部　　門　　賞 中学部門・高校部門・
大学部門より各1チーム、計3チーム 

  [ 中 学 部 門 ]ユニバーサル・スタジオ・ジャパンまたは 

  　　　　　         東京ディズニーリゾート
にご招待 

  [高校・大学部門]賞金20万円 

敢　　闘　　賞 中学・高校・大学部門か
ら数チーム 

  [ 中 学 部 門 ]図書カード5万円分 [高校・大学部門]賞金
5万円 

パフォーマンス賞 全参加チームより上位5チーム 賞金3万円
 

賞 

※「ポートフォリオ学習」に参加し、またレポー
トを提出したチーム全員に「参加賞状」を差

し上げます。 

米国研修旅行にご招待 
チームメンバー全員を 

http://manabow.com/日経STOCKリーグのくわしい内容、受賞レポートの内容は、 
経済学習サイト  　　　　　　　  　 でご覧いただけます。 

伊藤　元重氏 
東京大学大学院教授 

「グローバル経済と日本経済」 記念講演 

参加チームをサポートされる先生のための説
明会を開催します（7月下旬予定）。 

開催日時、詳細などにつきましては、参加手続き
終了後に直接ご案内いたします。 

第9回日経STOCKリーグ 
参加チーム募集開始 

次は、君たちだ。 

4月21日（月）から 

生きた経済にふれた、 
全国8,403名の若者たち。 
日本の将来を担う若者たちが、生きた経済に触れ、学び、考えていく。日本経済新聞社では、

中学生から大学生までを対象とした株式学習コンテスト“第8回 日経STOCKリーグ”を、昨年開催。

全国より2,113チーム、8,403名が参加しました。日経STOCKリーグに参加した若者たちは、インターネットを

活用した「バーチャル株式の体験学習」や各自の投資テーマに沿ったポートフォリオづくりなどを通して、

実際の経済の動きを体験し、金融の仕組みを学んでいきました。

この体験をもとにつくられた力作レポートを、審査委員会が審査し各賞を決定。

3月15日に日経ホールにて、表彰式と記念シンポジウムが開催されました。

教科書のなかの知識だけでは得ることのできない、生きた経済に触れ、自ら学び、考え、未来に向けて

力強い一歩を踏み出した若者が、すでにのべ約5万名。

今回もたくさんの若者が日経STOCKリーグをきっかけに、

「経済」という新しい視点を持ち、日本の進むべき道を、見つけてくれたはずです。

経済を体験する 

経済を学ぶ 

経済を考える レポートの作成 ・提出 

日経STOCKリーグ 
そのコンセプト 

　「日経ＳＴＯＣＫリーグ」は回を重ねるごとにレベルが

上がっていますが、中でも中学生のレベルアップが際

立ち、とても頼もしく感じました。

　今年の特色は2つあり、まず各地域からわき上がるエ

ネルギーが感じられたこと、そして環境問題やグローバ

ルな企業活動といった視点で株式市場をとらえている

点です。また、大学生の場合はさまざまな定量的分析

もなされていました。

　海外の優れた投資家は地球儀の上から世界を眺めて、

どの地域のどのような分野に投資するか、文字通りグロー

バルな見方をしているといいます。日本国内では地方

経済の活性化が大きな課題ですが、それを考える際も、

地元企業が世界の企業と比べてどんな優位性がある

のかまで見ていただきたい。グローバルな見方と地域

の視点、この2つをぜひ身に付けてください。さらには昨

今のサブプライムローン問題や、石油・穀物の高騰といっ

たマクロな市場経済の動きにも目を配る必要があります。

　日本は1,600兆円近い個人金融資産を持ちながら、

これまで金融業では大きな収益を上げてきませんでした。

皆さんが、これを機会に投資の知識や市場を見る力を

磨き、将来にさまざまな舞台で日本活性化の一翼を担

うことを期待しています。

審査委員長講評  
吉野直行氏 慶應義塾大学経済学部教授 

　去年の夏、私は学校生活の暇を持て余した友達とと

もに、グループで取り組めるコンテストを探していました。

そこに偶然あったのが日経STOCKリーグです。い

ま考えてみるとコンテストに参加したのは自分た

ちの力を試してみたいという考えがあったからで、

皆特別に株や経済に関心があったというわけでは

ありません。つまり、何かの分野を深く学んでいくに

当たり適当な動機がほしかったのだと思います。そ

のような中でこれを見つけ、参加しようと決意しまし

た。そのため、当初はなかなか明確な道筋もな

く手さぐり的な状態でした。今になって考え

てみると、このことがよかったのかもしれません。

我々は最初に、株のprincipleを明らかにする必要

があると思い、各自で本を読み学習しました。もともと、

株とは「金儲けのための道具」というイメージが付きま

とっていたのですが、学習した結果、株とは「会社、

つまり社会を成長させるための道具」なのではない

かと考えました。そこで、「会社を応援し、その結果

社会とつながり、ひいては発展させていくこと」を我々

の投資哲学としました。さらに、「なぜ今投資する

のか」という疑問を解決するために、「身近さ」、「話題

性」、「成長性」、「国際性」といった観点によって、テー

マを決めました。その結果、班員から出た7個の案の

中で、もっともその考えを満たす、「環境」というテーマ

で進めていくことにしました。

　我々は次に、環境問題についてよく知る必要がある

と思い「エコビジネスネットワーク」を訪問し、環境問題

の本質的な問題の解決にはエネルギーの依存先を地

下資源から地上資源へ転換することが不可欠である

というお話を拝聴しました。その話に非常に共感をお

ぼえたので、それにかかわる分野である太陽光発電や

風力発電など明確なテーマを絞り込み、関連企業250

社をリストアップしました。そして、評価方法のノウハウ

を教えていただくために、「パブリックリソースセンター」

にも訪問しました。

　このとき我々は、ファンドが企業を「業績や体制といっ

た観点のみから評価するもの」と「社会責任の達成

度のみから評価するもの」に二極化していることに気

づき、それと同時に疑問を持ち、その2つを融合した評

価方法を独自に編み出そうと考えました。

　そこで、企業を総合的に評価するために、「業績」、

「割安感」、「広告」、「体制」、「社会責任」、「技術」

という6つの項目を設け、詳細で明確かつ客観化した

基準を決めました。特に、「社会責任」、「技術」には

力をいれ、それぞれの企業に問い合わせて、CSRレポー

トをお送りいただき、それを1つずつ読むことによって評

価しました（実に87社に上るCSRレポートを連夜読み

込み、ドライアイになった班員や期末の成績が落ちた

者も……）。

　以上が、我々の学習の過程であり、レポートの概要

でもあります。最後に班長である叶から班員に対する

コメントと感想を記します。まず、西山はオフライン調査

での要となり、そのデータをレポートの基礎としてくれま

した。坪井は体系化された独自の価値観を元に、鋭い

判断基準を考えてくれました。松葉は連日にわたる徹

夜でデザインなど編集の面で多大な貢献をしてくれま

した。和泉はいないことも多かったが、逆に客観的に我々

の考え方を見られる視点に立ってくれました。私はとい

うと、リーダー的な立場は経験が少なく、結構大変だっ

たわけだが、班員を何とかまとめました。その分学んだ

ことも多かったのではないかと思います。それぞれ度合

いの違いはあるにせよ、このコンテストを通して色々な

ことを学ぶことができました。このコンテストに関わった

すべての方々に感謝したいと思います。最後に、時に

はきつく言うこともありましたが、それに挫けずについて

きてくれた有能な班員に感謝の意を示して終わります。
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と
、時
速
三

十 
 

の
と
き
に
パ
ン
ク
し
て
も
大
し
た

こ
と
は
な
く
て
も
、時
速
百
五
十  

出

て
い
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
や
株
価
の
下
落
、

円
の
急
騰
、原
油
価
格
の
高
騰
、環
境

問
題
な
ど
、私
た
ち
は
今
ま
さ
に
市
場

経
済
の
力
強

さ
と
、そ
れ
ゆ
え
の
不

安
定
さ
を
経
験
し
て
い
る
の
で
す
。 

　
今
、世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
二
つ
の

レ
ベ
ル
で
進
ん
で
い
ま
す
。一つ
は「
金
融
」

で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
に
生

ま
れ
た
世
界
中
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
マ
ー
世

代
の
年
金
資
金
や
、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ（
ブ
ラ

ジ
ル
、ロ
シ
ア
、イ
ン
ド
、中
国
）に
代
表

さ
れ
る
新
興
国
の
マ
ネ
ー
が
も
の
す
ご

い
勢
い
で
投
資
に
流
れ
込
み
、世
界
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
あ
る
資
料
に
よ
る

と
、東
京
の
二
十
階
建
て
以
上
の
ビ
ル

は
百
五
十
く
ら
い
で
す
が
、上
海
に
は

三
千
も
あ
る
そ
う
で
す
。そ
の
大
半
が

こ
こ
十
五
年
く
ら
い
の
間
に
、こ
う
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
金
に
よ
っ
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　
も
う
一つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
「
ヒ
ト

と
モ
ノ
」の
レ
ベ
ル
で
す
。
地
球
規
模
で

動
く
マ
ネ
ー
と
違
い
、こ
ち
ら
は
移
動

距
離
が
重
要
な
意
味
を
持
ち
ま
す
。

だ
か
ら
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）の
よ
う
な
、

国
境
を
越
え
た
地
域
の
結
び
付
き
が

重
要
に
な
り
ま
す
。日
本
に
と
っ
て
は

中
国
や
韓
国
、東
南
ア
ジ
ア
で
す
。
米

国
の
地
図
と
ア
ジ
ア
の
東
側
の
地
図
を

重
ね
て
み
る
と
わ
か
り
ま
す
が
、ア
ジ

ア
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
に
多
様
な
国

が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
そ
れ
ら
が
物

流
コ
ス
ト
の
安
い
海
路
で
つ
な
が
っ
て
い

る
。
私
の
ゼ
ミ
に
も
タ
イ
や
中
国
、モ
ン

ゴ
ル
の
留
学
生
が
い
ま
す
が
、彼
ら
が

議
論
に
加
わ
る
こ
と
で
日
本
の
学
生
に

と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
の
将
来
を
考
え
た
と
き
、国

内
だ
け
で
な
く
世
界
の
、特
に
近
隣
の

ア
ジ
ア
か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
呼
び

込
ん
で
活
力
を
見
出
す
以
外
に
道
は

あ
り
ま
せ
ん
。問
題
は
、そ
れ
を
い
か
に

好
ま
し
い
形
で
行
う
か
で
す
。
例
え
ば

食
料
に
し
て
も
、日
本
は
ず
っ
と
農
産

物
の
輸
入
制
限
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、自
給
率
は
下
が
る
一
方
で
す
。私
は

自
由
な
双
方
向
貿
易
の
中
で
食
料
を

確
保
し
な
が
ら
、国
内
の
農
業
を
強

化
す
る
の
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
安
全
で
高
品
質
な
農
産
物
が

ア
ジ
ア
に
輸
出
さ
れ
て
い
く
可
能
性
は

大
い
に
あ
り
ま
す
。 

　
若
い
方
た
ち
に
は
、温
か
い
心
と
冷

静
な
頭
脳
で
日
本
の
十
年
後
二
十
後

の
姿
を
思
い
描
き
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会

と
ど
う
共
存
し
て
い
く
か
を
考
え
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
キ
ロ 

キ
ロ 

槇
　
「
日
経
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
」
も

今
回
で
八
回
と
な
り
ま
す
が
、ど
の
チ
ー

ム
も
な
か
な
か
難
し
い
テ
ー
マ
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。レ
ポ
ー
ト
を
お
読
み
に

な
っ
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。 

渡
辺
　
レ
ベ
ル
が
高
い
で
す
ね
。
経
済

や
株
式
市
場
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、若

い
う
ち
か
ら
学
ぶ
の
は
非
常
に
大
事

で
す
。ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
て
驚
い
た
の

で
す
が
、正
規
の
授
業
と
し
て
導
入
し

て
い
る
学
校
が
多
く
、と
て
も
心
強
く

感
じ
ま
し
た
。 

三
原
　
皆
さ
ん
が
作
っ
た
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
内
容
は
素
晴
ら
し
い
の
に
、そ

れ
と
は
関
係
な
く
、こ
の
期
間
中
は
世

界
の
株
式
市
場
が
低
迷
し
ま
し
た
。

特
に
日
本
株
は
大
き
な
影
響
を
受
け

ま
し
た
が
、そ
の
理
由
は
こ
の
国
の
シ

ス
テ
ム
そ
の
も
の
に
問
題
点
が
あ
る
か

ら
だ
と
思
え
ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
考

え
て
変
え
て
い
く
か
。
あ
る
意
味
、今

は
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。 

藤
沢
　
今
回
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
地
域

か
ら
世
界
を
見
る
視
点
が
多
く
出
て

き
て
、し
か
も
問
題
意
識
を
持
っ
て
企

業
な
ど
に
足
を
運
び
、深
く
調
べ
て
く

る
方
も
増
え
ま
し
た
。こ
の
面
で
も
レ

ベ
ル
が
一
段
と
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

海
津
　
昨
年
に
私
は
、世
界
の
経
済

成
長
を
取
り
込
ん
で
い
く
考
え
方
を

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
指
摘
を
し
ま

し
た
。
今
回
は
世
界
で
通
用
す
る
ニ
ッ

チ
な
企
業
を
丹
念
に
探
し
出
し
て
レ

ポ
ー
ト
に
ま
と
め
た
チ
ー
ム
な
ど
も
あ

り
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
が
は
る
か
に

強
化
さ
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
思
い

ま
し
た
。 

槇
　
歴
史
に
造
詣
が
深
い
渡
辺
大
臣

に
伺
い
た
い
の
で
す
が
、日
本
の
株
式

市
場
は
明
治
時
代
に
お
い
て
も
非
常

に
活
発
で
、戦
後
の
日
本
と
は
違
う
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。 

渡
辺
　
戦
前
の
日
本
企
業
は
、資
金

を
銀
行
か
ら
借
り
る
よ
り
も
、株
式

市
場
を
通
じ
て
直
接
調
達
す
る
の
が

主
流
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
や
り
方
で

は
統
制
が
利
か
な
い
た
め
、昭
和
恐
慌

以
降
に
間
接
金
融
へ
の
シ
フ
ト
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
間
接
金
融
の
場
合
は
、

金
利
の
統
制
や
事
業
の
許
認
可
な
ど

で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
わ
け
で
す
。

そ
し
て
当
時
の
体
制
を
受
け
継
ぎ
な

が
ら
構
築
さ
れ
た
の
が
官
僚
統
制
に

よ
る
資
本
主
義
、い
わ
ゆ
る
「
戦
後
レ

ジ
ー
ム
」で
す
。 

　
と
こ
ろ
が
、ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊

し
て
か
ら
世
界
経
済
は
一
体
化
し
、大

変
な
勢
い
で
金
融
資
産
が
増
え
続
け

て
き
ま
し
た
。そ
れ
を
背
景
に
資
源
の

争
奪
戦
が
行
わ
れ
、一
種
の
価
格
革
命

が
起
き
て
い
る
。
資
源
を
輸
入
し
て
工

業
製
品
を
輸
出
す
る
と
い
う
経
済
モ

デ
ル
の
日
本
に
と
っ
て
は
、由
々
し
き
事

態
で
す
。
従
来
型
の
シ
ス
テ
ム
を
一
新

し
な
け
れ
ば
、今
後
の
日
本
経
済
の
発

展
は
望
め
ま
せ
ん
。 

三
原
　
「
賢
者
は
歴
史
に
学
び
、愚
者

は
体
験
に
学
ぶ
」
。
私
は
こ
の
言
葉
を

常
に
頭
の
中
に
置
い
て
物
事
を
見
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
歴
史
を
振

り
返
る
と
、時
代
が
変
わ
る
と
き
に
は

必
ず
市
場
で
波
乱
が
起
き
て
い
る
。
今

の
日
本
が
ま
さ
に
そ
れ
で
、そ
の
変
化

を
き
ち
ん
と
読
め
る
人
が
勝
ち
残
る

わ
け
で
す
。 

渡
辺
　
い
ま
世
界
中
で
信
用
収
縮
が

起
こ
る
中
で
、外
国
人
投
資
家
が
日

本
株
を
売
却
し
て
利
益
を
戻
す
と
い

う
動
き
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
金
融

市
場
を
も
っ
と
力
強
い
も
の
に
し
て
い

く
た
め
に
は
海
外
か
ら
投
資
を
呼
び

込
み
、国
内
に
眠
っ
て
い
る
お
金
を
も
っ

と
上
手
に
活
用
す
る
、こ
の
両
面
の
戦

略
が
必
要
で
す
。そ
の
実
現
の
た
め
に

金
融
商
品
取
引
法
を
施
行
し
、銀
行
・

証
券
な
ど
の
垣
根
と
な
っ
て
い
た
規
制

も
使
い
勝
手
が
良
い
形
に
緩
和
し
ま

し
た
。
今
の
日
本
に
は
、外
側
か
ら
も

内
側
か
ら
も
金
融
・
経
済
を
活
性
化

し
て
い
く
可
能
性
と
チ
ャ
ン
ス
が
多
く

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

藤
沢
　
海
外
の
方
に
話
を
聞
く
と「
日

本
に
は
投
資
し
た
く
な
い
」
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す
。で
も
日
本
に
魅
力
が

な
い
か
と
い
う
と
、そ
う
で
は
な
い
の
で

す
ね
。
日
本
に
は
素
晴
ら
し
い
企
業

が
数
多
く
あ
り
、国
民
の
教
育
レ
ベ
ル

な
ど
も
高
い
。
非
常
に
将
来
性
の
あ
る

投
資
先
だ
け
れ
ど
も
、「
予
測
不
能
で

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
不
安
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

海
津
　
外
国
人
投
資
家
が
不
満
に

思
う
の
は
、国
の
施
策
が
市
場
原
理

に
沿
っ
て
な
い
か
ら
で
す
。
例
え
ば
建

築
基
準
法
改
正
の
影
響
で
住
宅
着
工

件
数
が
落
ち
込
む
な
ど
、外
国
人
の

目
に
は
景
気
に
悪
い
こ
と
ば
か
り
し

て
い
る
よ
う
に
映
る
。こ
の
イ
メ
ー
ジ

は
払
拭（
ふ
っ
し
ょ
く
）す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

渡
辺
　
残
念
な
が
ら
、政
府
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
少
し
弱
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

や
は
り
日
本
が
官
僚
統
制
の
国
で
は

な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
今
、私
が
矢
面
に
立
っ
て

公
務
員
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
も
、

そ
の
た
め
で
す
。
政
府
が
や
ろ
う
と
し

て
い
る
の
は
、本
当
の
意
味
で
の
維
新
、

開
国
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

槇
　
官
僚
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら

国
益
を
考
え
る
仕
組
み
作
り
は
、ぜ

ひ
早
急
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
”逃
げ
足
が
早
く
な
い
資
金
“を
集

め
る
た
め
に
は
、ど
う
い
う
方
策
が
考

え
ら
れ
ま
す
か
。 

海
津
　
私
は
企
業
経
営
者
の
方
に
お

会
い
す
る
た
び
に
、増
配
し
て
ほ
し
い

と
言
っ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
、株
価

が
下
が
っ
て
も
配
当
は

維
持
さ
れ
ま
す
か
ら
、

配
当
利
回
り
が
高
く

な
る
。
現
状
で
は
平
均

の
配
当
利
回
り
は
約
一・

九
％
で
す
が
、将
来
も

う
少
し
配
当
を
増
や

し
て
二
・
五
％
く
ら
い

に
な
れ
ば
、黙
っ
て
い
て

も
個
人
投
資
家
が
日

本
株
を
買
っ
て
、マ
ー
ケ
ッ

ト
が
大
き
く
活
性
化

す
る
は
ず
で
す
。 

槇
　
今
、
金
融
市
場

は
激
し
く
動
い
て
い
ま

す
。
今
後
の
展
望
と
、

若
い
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

藤
沢
　
世
界
の
若
い
リ
ー

ダ
ー
が
そ
ろ
っ
て
口
に

す
る
の
が
「
壁
が
な
く

な
る
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
で
す
。こ
れ
か
ら
は
肌
の
色
や
国
籍
、

業
種
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
壁
を
超
え
て

世
界
が
結
び
付
い
て
い
く
。
そ
の
ベ
ー

ス
に
あ
る
の
が
金
融
で
す
。マ
ネ
ー
は

あ
ら
ゆ
る
国
や
業
界
に
通
用
す
る
も

の
で
あ
り
、そ
れ
を
う
ま
く
使
っ
て
未

来
を
切
り
開
く
た
め
に
は
、優
れ
た

知
恵
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
意
味
で

も
、ど
の
国
や
業
界
で
仕
事
を
す
る
か

に
か
か
わ
ら
ず
、金
融
の
勉
強
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

海
津
　
当
社
で
は
「
街
の
け
い
ざ
い
教

室
」
と
い
う
小
学
生
向
け
の
経
済
教

育
の
本
を
新
た
に
制
作
し
、四
月
か

ら
配
布
し
ま
す
。
多
く
の
人
が
若
い

う
ち
か
ら
経
済
や
金
融
に
触
れ
、将

来
へ
の
知
恵
と
し
て
生
か
し
て
も
ら

え
る
た
め
の
取
り
組
み
に
、こ
れ
か
ら

も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
ア
ナ

リ
ス
ト
の
視
点
か
ら
言
う
と
、今
後
は

中
長
期
的
な
イ
ン
フ
レ
傾
向
が
続
く

と
見
ら
れ
、資
産
の
価
値
を
守
る
た
め

に
は
イ
ン
フ
レ
に
強
い
株
式
が
重
要
に

な
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
株
価
が
ど
こ
で

底
を
打
つ
か
、そ
の
潮
目
を
見
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

三
原
　
変
化
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
よ

く
い
わ
れ
ま
す
。
英
語
の
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ｇ
Ｅ
」
と
「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
を
見
比
べ

る
と
、「
Ｇ
」
を
「
Ｃ
」
に
置
き
換
え
る

だ
け
で
変
化
が
チ
ャ
ン
ス
に
変
わ
り
ま

す
。
た
だ
人
間
は
保
守
的
で
す
か
ら
、

な
か
な
か
「
Ｇ
」
に
付
い
て
い
る
小
さ

な
「
Ｔ
」
を
外
せ
な
い
。 

　
皆
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
読
む
と
、最

初
は
リ
ス
ク
を
怖
い
も
の
と
考
え
て
い

た
人
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。で
も
リ

ス
ク
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ま
す
し
、そ

も
そ
も
リ
ス
ク
が
な
け
れ
ば
リ
タ
ー
ン

も
な
い
。
市
場
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

問
題
で
混
乱
し
て
い
ま
す
が
、関
係
の

な
い
株
式
ま
で
売
ら
れ
て
い
る
と
す
れ

ば
、こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
し
か
も
株

価
が
下
が
っ
て
配
当
利
回
り
が
上
が

る
こ
と
は
、リ
タ
ー
ン
の
可
能
性
が
増

え
て
い
る
わ
け
で
す
。
世
の
中
と
同
じ

価
値
観
で
は
な
く
、ち
ょ
っ
と
視
点
を

変
え
て
見
る
こ
と
が
大
事
で
す
。五
十

年
後
く
ら
い
に
皆
さ
ん
が
「
日
経
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｃ
Ｋ
リ
ー
グ
へ
参
加
し
た
こ
と
で
人

生
が
変
わ
っ
た
な
」
と
思
え
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。 
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